
 

川内原発１号機２号機の再稼働に反対し廃炉を求める意見書 

 

 

 

東京電力福島第一原子力発電所の事故は、発生から３年になりますが、いまだに

収束していません。原因が究明されない中での再稼動は、許されるものではありま

せん。 

 原発事故の避難計画も風向によっては、迅速な対応が求められるが明らかになっ

ていません。また、避難後の生活がどのようになるのか明確に示されておらず、住

民は避難計画に不安を持っています。 

 県民の生活と安全に責任を持つ鹿児島県知事は、県民の安全確保上重要な課題が

解決するまでは、拙速な川内原発１号機２号機再稼動に反対し廃炉を求め、国及び

原子力規制委員会に対応することを求めます。 

 

 

記 

 

 「住民の安全を守る」一点で一致して、川内原発１号機２号機再稼働に反対し廃

炉を求めます。 

 

 

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出します。 

 

 

平成 26 年 7 月 11 日 

                     

  姶良市議会議長 湯之原 一郎 

 

                       

鹿児島県知事 伊藤 祐一郎 殿 

 


